
海と文イとじ笏睦発字,共餞のまう浜
‐宮

4月 21日内、市役所庁舎前において、あおい保育園児と市長に

より、鯉のばりの掲揚が行われました。これは5月 5日 (祝)か ら

の児童週間にあわせ、児童のすこやかな成長を願い行われたもの

です。園児の 「こいのばり」の歌とともに鯉が大空に舞いあがりま

した。

主な内容

◇こん|こちは…………………………………………………
……2

◇みんなでつ<ろ う |あんしん浜田。………………
……………… 5

◇島根県立大学ニュースvol.20…・……………………………
………・10

◇月間 l vo1 102こども美術館 …………………………………………14

2 0 0 5

INo 1380

編集 ・発行 浜 田市総務課 ao855 22 2612

http: www city hamada shimane」p
E―rna tinfo②city harnada shimane jp

〒6978501島 根県浜日市殿町1番地

5/5日
号

ヘ

へ

浜
田
市
市
民
憲
章

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
三
日
制
定

わ
た
く
し
た
ち
は
　
日
本
海
の
美
し
い
自
然
と

温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
田
市
民
で
す

明
る
い
豊
か
な
浜
日
を
つ
く
る
た
め
に
　
こ
の

憲
章
を
定
め
力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　

き
ま
り
を
守
り
　
よ
い
習
慣
を
育
て

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
＜
り
ま
す

一　
働
＜
喜
び
を
も
ち
　
産
業
を
お
こ
し

豊
か
な
ま
ち
を
つ
＜
り
ま
す

一　

か
ら
だ
を
鍛
え
　
健
康
で

平
和
な
家
庭
を
つ
＜
り
ま
す

一　
教
養
を
高
め
　
若
い
力
を
伸
ば
し

清
潔
で
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
＜
り
ま
す

一　
老
人
を
う
や
ま
い
　
つこ
ど
も
を
大
切
に
し

明
る
い
社
会
を
つ
＜
り
ま
す
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輩

和頴
狩
張

静
≡
社
■
秘
Ｐ
計
一
常

立
ギ
驚
■
常
■

浜田市国際交流員

私は中国山東省 日照市の生まれです。日照ほ

「日が出ると先|こ照らされる。」ということで名

づけられ、中国山東半島の南|こ位置し、黄海を隔

てて日本と臨み会っています。

す  浜 田市と日照市ほ同じ港町ですし、緯度もほ

害 ぼ同じです。気候や食べ物など似通つたところ
営 が多ぃし、特|こ普さんが親切|こして<ださった
母 ぉかげで、最初の不安がいっぺん|こ吹き飛んで
豊 しまいました。浜田市に入ったとたん、「綺麗な
魯 町だな」と印象を持ちましたが、ごみを出すとき
旨 の不便さと面倒さを感じてから、ほじめて浜日

市民は環境保全のため

にどのような努力をし

てきたかが分かってき

ました。
一
人一人の協

力がなければ、どんな

|こ自然|こ恵まれていて

も、駄目なのでしよう。

自然環境豊かな日照

市ほ緑の町作り|こ力を

しヽれておりますが、この面でよい参者|こなるだろ

うと思っております。これから中国の歴史や文化

などを皆さん|こ紹介しながら日本への理解を深

め、日本のよい点や優れたやり方を中国の人々|こ

伝えたいと思っております。

これから一年間、よろし<お 願いいたします。

輩
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督
輩
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普
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目
保
料
の

２
割
軽
減
の
申
請

国
民
健
康
保
険
料
の
２
割
軽
減
制

度
を
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

２
割
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
平
成

‐７
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
収
入
状

況
な
ど
の
申
請
が
魅
要
と
な
り
ま

す
。
２
割
軽
減
ほ
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
世
帯
ほ
は
、
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。
５
月
３‐
日
側
ま
で
ほ
魅
要
事
項
を

記
入
の
う
え
申
請
し
て
＜
だ
さ
い
。

【
２
割
軽
減
の
制
度
と
は
】

国
民
健
康
保
険
任
加
入
し
て
い
る

世
帯
で
、
加
入
者
全
員
の
前
年
中
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
次
の
所
得
金

額
以
下
の
場
合
ほ
は
、
保
険
料
の
う

ち
均
等
割
額

・
平
等
割
額
が
２
割
軽

減
さ
れ
る
制
度
で
す
。
病
院
窓
□
で

の
医
療
費
支
払
額
が
軽
減
さ
れ
る
制

度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
入
人
数
　
世
帯
の
所
得
金
額

・
１
人
　
　
　
６
８
万
円
以
下

。
２
人
　
　
１
０
３
万
円
以
下

，
３
人
　
　
１
３
８
万
円
以
下

・
４
人
　
　
１
７
３
万
円
以
下

・
５
人
　
　
２
０
８
万
円
以
下

以
下
、
１
人
加
入
ご
と
に
３５
万
円
を

加
え
た
額
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民
税
係

窓
□
⑦

・
⑥

（容
内
線
１
３
２
）

‐■市税・国繍料などの

納め忘れはありませんか

■徴収課では、仕事などで忙し<、 平

日の窓□開庁8寺商内|こ市税 ・国民健康

保険料が納められない人や、事情|こよ

り納期限まで|こ納付することが困難

な人のため|こ、平国の夜間納付相談窓

□を次のとおり開設します。

この機会をぜひご亦」用<だ さい。

日時 5月 16日個)～20日⑥ ・23日個)～

27日⑥

いずれも午後 8時 まで

場所 市 役所 1階徴収課 (◎番窓□)

※ 市 庁舎川狽」地階の入□よりお入

り<だ さい。

問い合わせ先 徴 収課徴収係

(a内線 124( 125)

仕
事
な
ど
で
忙
し
＜
、
平
国
の
昼

間
に
年
金
相
談
で
き
な
い
人
へ
の
相

談
窓
□
を
開
設
し
ま
す
。

【時
間
延
長
】

日
時
　
５
月
郷
日
０
、
６
月
１３
日
∩
、

野
日
∩

午
後
了
時
ま
で

【休
日
開
設
】

日
時
　
６
月
１１
日
０

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

持
参
す
る
も
の
　
年
金
手
帳
ま
た
ほ

年
金
証
書

場
所
　
浜
日
社
会
保
険
事
務
所

問
い
合
わ
せ
先

浜
日
社
会
保
険
事
務
所

公

②
０
６
７
３

退
職
金
づ
く
り
は

〔中
退
共
〕
で

中
小
企
業
に
お
い
て
退
職
金
制
度

を
設
け
た
い
場
合
は
、
安
全
・確
実
・

有
利
な
国
の
退
職
金
制
度

「中
退
共

制
度
」
を
ご
利
用
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（ａ
０
３

‐
３
４
３
６

１
０
１
５

１
）
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知
事
が
語
る

県
政
改
革

昨
年
度
策
定
し
を
中
期
財
政
改
革

基
本
万
針
を
受
け
、
こ
れ
ほ
沿

っ
た

は
じ
め
て
の
予
算
が
今
年
度
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

県
と
し
て
は
、
こ
の
改
革
を
実
現

す
る
た
め
に
ほ
県
民
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
県
民
と
の
対
話
を
重
視
し
な
が
ら

県
政
運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
改
革
区
沿
っ
た
予
算
執
行

初
年
度
ほ
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と

か
ら
、
知
事
自
ら
地
域
区
出
向
き
、

自
動
の
思
い
を
語
り
、
県
民
の
声
に

耳
を
傾
け
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
と

し
ま
す
。

浜
国
会
場

日
時
　
５
月
郷
日
⑥

午
後
６
時
～
了
時
３０
分

場
所
　
浜
日
含
同
庁
舎
大
会
議
室

定
員
　
約
９０
人

※
　
各
会
場
と
も
、
説
明
６０
分
程
度
・

意
見
交
換
３０
分
程
度

参
加
方
法
　
ど
な
と
で
も
参
加
で
き

問
い
合
わ
せ
先
　
県
政
策
企
画
監
室

政
策
ス
タ
ツ
フ

（な
０
８
５
２
②

６
３
２
２

・
５
９
５
９
、
□
０
８

５
２
②
６
０
３
４
）

ま
す

申
込
不
要

第407回浜田市議会定例会日程(予定)
会期 平 成17年 6月 3日 ～ 6月 17日

6月 3日 0 開 会 提 案説明

6日 (月)一 般質問

了日囚 一 般質問

8日困 一 般質問

9日閃 議 実質疑

10日⑥ 議 案質疑

13日(月)常 任委員会

14日肉 常 任委員会

15日囚 特 別委員会

17日0 表 決

なあ、日程|こついては、予定であり、開会
―週間前|こ正式

|こ決定されます。

また、上記日程中、各会議の傍聴はすることができます

が、6月 13日～15日の各委員会への傍聴ほ、1人 1日 1委員

会、かつ 1委員会|こつき3人 までで、会議開会8寺刻 (通常午

前10時)ま での先着順です。

聴覚障害のある人の議会傍聴 (本会議のみ)の ため、『手

話通訳者など』の派遣をしています。

つきましては、原員」として傍聴希望日の 7日 前まで|こ、議

会事務局へお申し込み<だ さい。

なか、手話通訳者などの都合など|こより、希望の日|こ派遣

できない場合もありますので、あらかじめご了承願います。
一般質問の様子は、当日の午後 5時 からケ

ーブルテレビ

の 「いわみコミュニテイチヤンネル」で放送される予定で

す。

問い合わせ先 議 会事務周 (a内 線 516)

ニ
皐
皐
毬韓≪十篭

○平成17年度の国民年金の保険料は月額13,580円

です。

保険料は忘れずにきちんと納めましょう。

納め忘れがあると、将来受|す取る年金額が減額

されたり、年金が受けられな<な ることがあります

ので納付期限を守つて必ず納めて<だ さい。

保険料の納付期限は、翌月末日です。

○保険料の納付は、便利で安心な 「回座振替」をお

すすめします。

平成17年4月 からは、□座振替の早割制度が始

まりました。これは 1か月早<納 めること[よ り

月 4々0円の割BIとなります。

広報|ままだ !平成17年5月 15日暑

〇年金額のお知らせ

国民年金や厚生年金などの公的年金では、消費

者物価指数の変動|こ応じて年金額が変更されてしヽ

ますが、平成17年度は、年金額の改定は行われず、

平成16年度と同じで別表のとおりです。

平成17年度の年金額

新法年金

老齢基礎年金

障害基礎年金 (1級 )

( 2 級)

遺族基礎年金 (子 1人 )

基本

力□隻事

794,500〔66,208〕

993,100〔82,758〕

794,500(66,208〕

1,023,100〔85,258〕

794,500〔66,208〕

228,600〔19,050〕

旧法年金
10年年金

5年 年金

482,700〔40,225〕

410,800〔34,233〕

福祉年金 老齢福祉年金 407,100〔33,925〕

単位 :円 〔 〕内は月額



農
地
転
用
の
申
請

農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
出

最
近
、
農
地
の
転
用
許
可
を
受
け

な
い
で
転
用
を
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的

（個
人

住
宅

・
離
車
場

。
沓
一材
置
場
等
）
区

転
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
許
可
申
請

が
必
要
で
す
。

申
請
の
受
付
ほ
農
業
委
員
会
で
随

時
行
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
許
可

を
受
け
て
か
ら
、
農
地
転
用
を
行

っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
許
可
を
受
け
た
土
地
の
農

地
転
用
が
完
了
し
た
際
区
ほ
、
報
告

書
の
提
出
も
お
願
い
し
ま
す
。

転
用
さ
れ
る
農
地
が
、
農
用
地
区

内
ほ
あ
る
場
合
は
、
事
前
ほ
除
外
申

出
書
の
提
出
に
よ
り
、
当
該
地
域
か

ら
外
す
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。こ

の
受
付
は
、
年
２
回
、
５
月
末

と
１１
月
末
が
締
め
切
り
と
な

っ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

転
用
関
係
　
曲辰
業
委
員
会

（ａ
内
線
２
３
５
）

除
外
申
出
書
　
曲辰
林
課

（な
内
線
２
３
４
）

市
有
地
を

売
却
し
ま
す

個
人
住
宅
地
の
供
給
お
よ
び
中
小

企
業
者
の
事
業
用
地
取
得
促
進
の
を

め
、
市
有
地
を
公
募

・
抽
選
ほ
よ
り

売
却
し
ま
す
。
希
望
者
は
お
申
し
込

み
＜
だ
さ
い
。

○
申
込
条
件

（抜
粋
）

住
宅
用
地

（店
舗
併
用
を
含
む
）
と

し
て
購
入
す
る
場
合

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
個
人
ま
た
ほ

法
律
に
よ
り
永
住
許
可
を
受
け
て

い
る
外
国
人
。

・
１
世
帯
１
人
１
区
画

事
業
用
用
地
と
し
て
購
入
す
る
場
合

・
中
小
企
業
基
本
法
第
二
条
Ｅ
定
め

る
中
小
企
業
者
区
該
当
す
る
法
人

で
、
浜
日
市
内
に
事
業
所
が
あ
る

か
も
し
＜
は
こ
の
公
募
で
取
得
し

た
土
地
で
事
業
所
を
開
設
す
る
法

人
で
あ
る
こ
と
。

・
個
人
に
あ

っ
て
は
、
浜
日
市
内
ほ

住
所
を
有
す
る
こ
と
。

・
複
数
区
画
の
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
が
、
抽
選
で
複
数
区
画
当
選
し

た
場
合
は
、
複
数
区
画
契
約
し
て

も
ら
い
ま
す
。

※
　
い
ず
れ
も
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。

申
込
期
限

第
１
□

第
２
回

第
３
□

５
月
３‐
日
側

６
月
３０
日
閃

７
月
郷
日
⑥

一

箇所名 現況地目 実演」面積 価格 (参考)百単価

①

②

③

④

⑤

日町1588番地1

日町1523番地

元浜町231番地7

相生町2139番地17

上府町イ2686番地

地

地

地

地

地

宅

宅

宅

宅

宅

1 5 9 . 7 8百

1 8 3 . 1 9百

1 4 9 9 1 百

1 7 8 . 7 9百

428 22「ポ

11,791,000円

16,761,000円

7,495,000円

9,887,000円

15,415,000円

73,800F咽

91,500円

50,000円

55,300F電

36.000F電

第
４
回
　
８
月
３‐
日
側

第
５
回
　
９
月
３０
日
０

※
　
買
い
受
け
希
望
の
な
い
区
画
ほ

つ
い
て
は
、
第
５
回
ま
で
順
次
申

し
込
み
期
限
を
延
長
し
ま
す
。

※
　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

い
。

申
し
込
み

。
問
い
合
わ
せ
先

管
財
課

（な
内
線
２
５
２
）

広報ほまだ :平成 17年 5月 15日暑



みんなでつくるう !あれしん源口。
東通毒全総点検ダイジエスト① あれした歩行エリアについて

●あたした歩行エリアとは P

市では、平成15年度より、誰もが安全で安心し

て歩<こ とのできる歩行空間ネットワークの構

築を目指して、右図の地区|こおいて「あんじん歩

行エリア」をつ<っ ています。

右図の地区は、全国の同様規模の市街地と比

べ、全国平均の12倍 を超える人身事故件数が発

生しています。

この地域|こおいて、平成15年度より5年 間で

○死傷事故件数を約 2割抑止

○歩行者 ・自転車の死傷事故件数を約 3割 抑止

を目標|こ関係各機関と連携して、様々な交通

安全対策を行っていきます。

●東通毒全総点験でどんなことをしたの P

第 1回 危 険箇所を調べる !

まち歩き点検とヒヤリハット地図の作成

第 2回  安 全対策を者える !

エリア内の課題と安全対策の提案

第 3回  安 全対策のまとめ |

ハード対策の確認とソフト対策の提案

子 市
街地?東 部

。中者B・西部6D詳孫日|こつしヽて今後のアム報

で紹介していきます。

( )内 ほ人数

問い合わせ先 建 設整備課土木係 (a内 線 424)

γ比倣弥殉"殉"万
R

ミ

「あんしん歩行エリア」

T;・|■登|

量襲立丈

子長爾駅 ,口 田 百

i t i ■■■■ |・

よ声|―■■■||‐||ニーゃ
||“。=■‐|―|||‐. ‐ ‐‐―.||と書を

江事一　
！　
　
　
　
！
資

弾ｉ　　ｒ
ｉ一！！！
！！
！！一

！！！！！一Ｆｉ一
一一一一

※上記エリアH15の人身事故

件 数 重 傷 軽 傷

全 人 身 事 故 1(1) 42(47)

うち車対自転車 9

うち車対歩行者 5 0(0) 5(5)

ミ⌒

際
唱
ミ
Ｓ
ミ
総

豪
雨
災
害
が
発
生
し
や
す
い
梅
闘

を
前
に
、
災
害
時
の
役
割
や
活
動
の

手
順
を
確
認
す
る
た
め
に
防
受

・
水

防
訓
練
を
行
い
ま
す
。

こ
の
訓
練
で
は
行
政
機
関
ば
か
り

で
な
＜
、
各
町
内
の
防
災
会
や
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
訓
練
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

訓
練
参
加
者
や
見
学
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
あ
問
い

合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

※
　
当
日
ほ
防
実
行
政
無
線
の
放
送

訓
練

の
ほ
か
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
救
出
訓
練
な
ど
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
訓
練
会
場
周
辺

の
曽
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
内
容
　
水
防
、
避
難
、
救
出
放

護
、
消
火
、
応
急
手
当
な
ど

日
時
　
６
月
５
日
０

午
前
８
時
３０
分
～
正
午
ご
ろ

場
所
　
下
府
川
河
川
防
災

ス
テ
ー

シ
ョ
ン

（下
府
町
）

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
地
区
消
防
本

部
警
防
課

（ａ
②
０
１
１
９
）

総
務
課
防
受
交
通
係

（容
内
線
３
２
５
）

華
眼競争 (指名議争)入煎L参加‖資略春奮申請

(物品・役誘の提供)の受何について

「物品 ・役務の提供」の入本膨劫□    申 請を随時受付しています。

申請要領・様式は浜田市ホームページ|こ掲載しています。今回ほ試行

的|こ実施するもので、有効期限は平成17年度末までとなります。

受付場所 ・問い合わせ先 管 財課入本し管理係 (a内 線 251)

広報はまだ :平成 17年 5月 15日暑



平成 f7年度自動車税の納鮒「Rは、 5目 3f日 です。

車検時納税け絶対に字メ f 必 ず納期限向に納税しきしょう。

①自動車税は、毎年 4月 1日現在で自動車を所有または使用している人|こ毎年課税されます。車検時|こ納める

税金ではありません。

②納期限を過ぎた場合は、延滞金を加算して納税しな<て はしヽ|すません。

③自動車税ほ自動車を抹消登録、県外へ移転登録するまで課税され続けます。抹消登録した場合ほ月割りで自

動車税を減額します。

④自動車を下取り|こ出す場合は、トラブル発生を防止するため魅ず名義変更するよう自動車販売会社など|こ

指示しましょう。

⑤自動車税は、□座振替で納税ができます。

問い合わせ先 浜 日総務事務所納税グループ (a④ 5523)

平成17年目七自動車税にはグリーン化脱制が通用されます。

※ 詳 し<ほお問い合わせ<だ さい。

問い合わせ先 浜 日総務事務所課税グループ (な④ 5519)

五五五五五五                エ エ i氏 工 RI京 エエ IXIヽ HJttH京 ‖訴工京すfIIII冶ド
→"→"→"‐"‐"‐"‐"‐"‐"‐“‐“‐"‐"‐“→“‐"→"や"→"‐"→"→"→ィ

8                                8

1  蛇
由 パ ッ キ ン の 無 料 交 換 を し ま す !  i

8                                8

1  市 民サ
ービスの一環として水道週間 (6月 1日～ |

: 7日 )|こ併せ、蛇□からポタポタと水が漏れている :

1 個 人住宅を対象|こ、水道郡が無料でパッキン (2～ |

: 3個 程度)の交換をします。           :

,  た だし、湯と水の出る混含水栓・ンングルレバー ,

: 式 水栓ほ取り替えができませんので、お申し込みの

, 際ほご注意<ださしヽ。無料交換のお申し込みは、電
8
と 話 |こより受|サ付け、6月 1日(和から順次交換します。

, ただし、必ずしも受付日順とはなりませんのでご百
8

承<だ さい。

なお、ご自分でパッキンの取り替えをされる人は、

パツキンを水道部窓□まで取り/‐来ていただければ

無料で差し上げます。

受付期間

:   5 月
3 0 日個) ～6 月 7 日側

と  (土 ・日を除<)

受付時間

午前 8時 30分～午後 5時

申し込み ・問い合わせ先

水道部  (a内 線 263・

265。 266)
8

8

8

8

8

‐"‐よ

古着・古布の分別収集を行います
( 6 月1 0 日～ 8 月 4 日)

:  家
庭のタンス、押入|こ眠つている衣類 (古着、古

畳 布 )は ありませんか。

市では、ごみの減量化、資源のリサイクルを
一層

進めるため、古着・古布の分尼」収集を行っています。

今年も次のとおり実施しますので、みなさんのご

協力をお願いいたします。

収集場所 古 着収集場所 (市役所や事業所など市内

27か所|こ設置します)|こ直接もってきて<だ さい。

※ 既 存のごみ集積場ではありません。

収集期間 6月 10日0～ 8月 4日閃までの 8週 間

※ 詳 しい収集日程や古着収集場所などについて

は、広報はまだ 6月 1日暑および、浜日市ホーム

冒

昌
喜

霞

言

言

言

:

畳
置

Ａ

じ

広報ほまだ :平成17年5月 15日暑



長浜社中子供神楽 (熱日町 :安岡
―正会長)で は、

財団法人自治総合センターのコミュニテイ助成事業

(宝<じ 助成事業)を 活用して、「宮太鼓と締太鼓」を

購入しました。

今後、宮太鼓と締太鼓を活用し、郷上の伝統芸能を

後継者|こ育成するととも|こ、地域のコミュ三テイ活動

の活性化と自主的な地域運営|こ向|すたさまざまな取

り組みを進めることとしています。

新調した衣装は、肩切 (カタギリ)と0乎ばれるもので、

舞しヽながら衣装が
-3舜|こして変化する仕准卜け|こなって

います。

一般的な(天神衣装の肩切は、2回衣装が変化します

が、今回作成した衣装ほ3回変化します。

今年度は、神楽奉納や各種イベント等で積極的|こ、天

神衣装と 「宝<じ 」をPRし ていこうと思います。

美川西神楽保存会

(地域政策課)

【イ
ノ
シ
シ
捕
獲
対
策
】

イ
ノ
ン
ン
の
捕
獲
を
目
的
と
し
た

捕
獲
構
の
設
置
を
希
望
さ
れ
る
集
落

に
対
し
、
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま

す
。な

か
、
希
望
多
数
の
場
合
、
順
位

選
定
を
し
ま
す
の
で
、
ご
承
知
＜
だ

さ
い
。

補
助
対
象
　
集
落
で
捕
獲
檻
を
設
置

し
た
場
合
の
　
　
　
　
よ
び
設
置
費

補
助
率
　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

２
以
内

提
出
期
限
　
７
月
郷
日
⑥

【イ
ノ
ン
シ
被
害
防
止
対
策
】

イ
ノ
ン
シ
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
本
年
度
、
新

規
ほ
防
護
柵
の
設
置
を
希
望
さ
れ
て

い
る
人
に
対
し
、
経
費
の

一
部
を
助

成
し
ま
す
。

補
助
対
象
　
１０
ア
ー
ル
以
上

（共
同

の
場
合
、
３０
ァ
‐
ル
以
上
）
の
農

地
に
効
果
の
あ
る
防
護
柵

（電
気

牧
柵
、
ト
ワ
ン
柵
、
専
用
網
柵
）

を
設
置
し
た
場
合
の
沓
一材
費

補
助
率
　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内

提
出
期
限
　
８
月
梵
日
⑥

※
　
助
成
の
可
否
や
必
要
書
類
な
ど
の

詳
細
ほ
お
問
い
合
わ
せ
／くだ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
曲辰
林
課
農
林
振
興

係

（ａ
内
線
２
３
４
）

長浜社中子供神楽

男芭共同参口推進市晨活動

市
で
は
、
男
女
の
人
権
が
平
等
ほ

尊
重
さ
れ
、
性
別
ほ
か
か
わ
り
な
＜
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
し
、

責
任
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
多
様
な

生
き
万
を
選
択
す
る
こ
と
の
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
推
進

す
る
た
め
、
企
業

・
団
体

・
グ
ル
ー

プ
が
実
施
す
る
先
駆
的
で
斬
新
な
事

業
に
対
し
補
動
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
事
業

市
内
に
所
在
す
る
企
業

・
団
体

・

グ
ル
ー
プ
が
行
い
、
男
女
共
同
参
画

の
目
的
の
推
進

・
啓
発
が
期
待
で
き

る
事
業
。
た
だ
し
、
政
治
団
体
や
宗

教
団
体
が
行
う
事
業
、
主
と
し
て
市

外
で
行
う
事
業
、
営
利
を
目
的
と
す

る
事
業
、
既
Ｅ
継
続
的
ほ
行

っ
て
い

る
事
業
、
ま
た
は
市
か
ら
他
の
補
助

金
の
動
成
を
受
け
る
事
業
は
除
＜
。

補
助
金
額

事
業
に
要
し
た
費
用
の
額
と
し
、

５０
万
円
を
限
度
と
す
る

（た
だ
し
、

飲
食
Ｅ
要
し
た
費
用
の
額
お
よ
び
ほ

か
か
ら
の
助
成
金
額
ほ
除
＜
）
。

募
集
期
間

５
月
１６
日
側
～
６
月
３０
日
困

事
業
実
施
期
間

８
月
１
日
働
～
翌
年
３
月
３‐
日
⑥

補
助
決
定

７
月
中
旬

申
し
込
み

口
問
い
合
わ
せ
先

地
域
政
策
課
男
女
共
同
参
画
係

（な
内
線
３
４
４
）

イ
ノ
ン
シ
被
害
対
策

広報はまだ :平成 17年 5月 15日暑



中

中

字 B の 見
え る 舶 談 豊

健康ひうrぴ

T
中

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
は
ま
だ

ご
存
知
で
す
か
？

‐
―

「地
域
社
会
で
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
育
つ
」
環
境
づ
＜
り
―

市
で
は
、
県
の
子
ど
も
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
と
し
て
、
昨
年
７
月
か
ら

子
ど
も
の
総
合
相
談
窓
□
と
し
て

「蕎
少
年
サ
ポ
ー
ト
ほ
ま
だ
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

〃
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
″
勇
気
を

出
し
て
少
し
話
し
て
見
ま
せ
ん
か
？

経
験
豊
か
な
相
談
員
が
対
応
に
あ

た

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
相
談
に
関
す
る
秘
密
ほ
厳

守
し
ま
す
。

開
設
日
お
よ
び
時
間

月
～
土
曜
国

午
前
１０
時
～
午
後
６
時

（休
館
日
　
祝

・
日

・
年
末
年
始
）

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
１
２
階

相
談
方
法

面
接
お
よ
び
電
話

（
な
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

・
０
１
２

０
１
７
８
３

，
４
１
９
、
回
④

ｌ
０
８
０
）

口
‐
ヨ
０
一
一ゴ
Φ
ヨ
ｏ
α
∞
‐
∽
⊆
ｏ
Ｏ
Ｏ
【
市
《〕

洋
一
一
〇
Ｄ
・
〇
〇
⊃
・
⊃
①
・　
」
０

乳
が
ん
を
早
期
発

見
し
ま

し
ょ
う
！
　
　
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
診
の
お
知
ら
せ
―

日
本
女
性
の
３０
人
ほ
１
人
が
乳
が

ん
ほ
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
時

代
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
乳
が
ん
を

早
期
区
発
見
で
き
る

「
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
診
」
を
受
け
ま
し
よ
う
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
と
は
？

乳
居
を
は
さ
ん
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
し
ま
す
。
こ
の
検
査
で
は
、
手

区
融
れ
な
い
段
階
の
が
ん
も
発
見
で

き
ま
す
。

実
施
期
間
　
６
月
～
セ
月

対
象
者
　
４０
歳
以
上
安
性

検
査
機
関
　
成
人
病
予
防
セ
ン
タ
ー

受
診
料
　
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法
　
予
約
制

（成
人
病
セ
ン

タ
ー
ヘ
電
話
で
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
ａ
②
４
１
８
１
）

※
　
各
地
区
公
民
館
で
実
施
し
て
い

ま
し
た
集
固
検
診
は
今
年
度
実
施

し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
長
寿
課
健
康

推
進
係

（ａ
内
線
１
６
３

・
１
６

４
）

健
康
づ
く
り
活
動
を
行
う

団
体
の
活
動
を
助
成
し
ま
す

健
康
な
ま
ち
づ
＜
り
に
向
け
て
、

健
康
づ
＜
り
に
関
す
る
自
主
的
な
活

動
を
行
う
団
体
を
募
集
し
、
実
施
す

る
事
業
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

市
内
区
所
在
す
る
お
お
お
ね
５
人

以
上
か
ら
な
る
団
体

（政
治
団
体
や

宗
教
団
体
ほ
除
き
ま
す
。
）

助
成
す
る
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す
。

募
集
締
切
日
　
５
月
３‐
日
側

※
　
詳
し
＜
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
長
寿
課
健
康

推
進
係

（
ａ
内
線
１
６
３

・
１
６

４
）

第2回 ‐ 子 どもまつり
一人と人とのSlれあいを六切にヽ

子どもたちが地域の中で健やかに成長できるよ

う|こ、また仲間づ<り の輪が広がっていくことを

願つて開催しまする親子で(家族で(地域の人と
一

緒|と楽しみませんかと  ■  | |

内容 親子であそぼう(小麦粉粘土、手作りおも‐
ちゃ、主ブロンシアタとくわらべうたあそびなど)
日時 o月 0取口)年前10時30分～午後2時
場1所‐子育て支援センター 「す<す <」

‐ 健康造進|セう夕■十すまぃる」

ボランティアスタッフ募集中   |
一緒|こ企画や準備ができる人、

イベントのあ手伝いなど、支援で

きる人は、 5月 25日佃まで|こぜひ

当センター|こ連絡して<だ さい。

や  ,|

問い合わせ先 子 育て支援センタ
ー 「す<す <」

(a・□② 1253)

事 業 名

外力づ<り 支援事業 糖尿病予防事業

禁煙 ・分煙支援事業 循環養対策事業

食生活支援事業 がん対策事業

心の健康づ<り 事業
その他健康づ<り の推進|こ

関する事業として市長が適

当と認める事業

アルコール対策支援事業

歯の健康づ<り 事業

広報はまだ :平成17年5月 15日暑



|

や

や

,

や

や

や

や

や

や

や

,

,

,

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

や

中

中

個
虜
個
！霞

○
健
康
相
談

血
圧

・
添
脂
防
測
定
、
健
康
相
談

日
時
　
月
躍
日
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

○
禁
煙
相
談
日

個
別
相
談
、
尿
に
含
ま
れ
る
エ
コ

チ
ン
濃
度
測
定

（無
料
）

日
時
　
５
月
野
日
⑥

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（ａ
内
線
１
６
４

・
１
６
６
）

○
断
酒
会

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
＜

だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
１７
日
囚

午
後
７
時
～
９
時

場
所
　
浜
田
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

公

②
２
４
９
５
）

あ趣歴のここるは記気て才分 r
うつ病になりやすいのはどんな人?

串

出身ともに元気でいるためのは臆え

自分自身を知りましょう

自分の性格を自覚していると、るヽだんから、無理をしない、ストレスの原因と

なるものを避けるなどの対処ができます。

ゆとりのある生活を送りましょう

何事|こも完璧を目指すのではな<、 「八分目<ら いがちようどいい」と者える

よう|こしましょう。肩の力を抜いて、頑張りすぎないことが大切です。

何でも自分で抱えこまないようにしましょう

自分の限界を矢□ることが大切です。
一
人で思い悩まず、友人や家族など信頼で

きる人|こ相談して<だ さい。

(健康長寿課)

日本人の 5人 に 1人が、
一生のうちで

一度ほうつ病を経験するといわれている

時代です。人のこころほ晴れたり、雲った

りを繰り返しながら、日々の生活を送っ

ています。ただ、こころがどんよりと曇つ

たままの状態が続<と 、うつ病の可能性

があります。うつ病ほ何らかの原因で気

分が落ち込み、慢性的|こうつ状態が続き、

精神面や思者力などだけでな<、 身体|こ

も悪影響を及ぼします。

うつ病のFI林には次のようなものがあります

いくつがf巴当たりがあつたらs専 門家にrE談してみましよう。

夜、眠れない。朝、早<目 がさめる。

朝起きたとき、陰気な気分がする。

仕事|ことりかかる気|こなかなかならない。

仕事|ことりかかつても根気がない。

☆ 決 断がつかない。

☆ な んとな<不 安でいらいらすることがよ<あ る。

★ 気 軽|こ人|こ会うことができない。

☆ テ L/ビがいつものよう|こ面白<な い。

☆ 頭 が重かったり、痛んだりする。

☆ 食 欲が落ちている。

広報|ままだ :平成17年5月 15固暑



島根県立大学
News voJ
～海の見える庄から～

民書話 :0855-24-2200

ホームベージ:httPダんVW‖u―shimane.acttp

大
学
改
革
基
本
計
画
骨
子
に

対
す
る
意
見
募
集
　
　
　
！

島
根
県
で
は
、
少
子
化
に
よ
る

大
学
全
入

（大
学
志
望
者
に
対
す

F*メ
*去 米文氷文 米文米文米文米文x文 米文

る
入
学
者
の
割
合
で
あ
る
収
容
力

が
１
０
０
％
に
な
る
）
時
代
を
迎

え
る
中
、
地
域
や
時
代
の
要
請
ほ

応
え
ら
れ
る
魅
力
あ
る
大
学
づ
＜

り
を
目
指
し
て
、
平
成
１９
年
４
月

ほ
県
立
大
学
、
島
根
女
子
短
期
大

学

（松
江
市
）
、
県
立
看
護
短
期
大

学

（出
雲
市
）
の
統
合
及
び
法
人

化
な
ど
の
改
革
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
改
革
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
者
え
を
示
す

「大
学
改
革
基
本
計
画
母
子
」
を

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
＜
だ
さ
い
。

内
容
は
、
島
根
県
総
務
課
大
学
改

革
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（丁
汁汁ｏ
”＼＼〓〓〓・ｏ
【①
キ・のゴ
一ヨ
ΦＤＯ
　
」０＼

∽
①
Ｏ
洋
一〇
Ｄ
＼
∽
〇
⊂
ヨ
⊆
本
ｏ
＼
α
Φ
↓∞
Φ
本
⊂
＼

支
賛
賛
革

チ
詩
挙
吾
ユ
）
を
ご
覧
ほ
な
る
か
、

大
学
事
務
局
総
合
企
画
ス
タ
ツ
フ
ま

で
あ
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

入
学
式
　
全
国
３２
道
府
県
、
韓
国
コ

中
国
・プ
ラ
ジ
ル
か
ら
２
５
５
名

が
入
学

４
月
６
日
に
、
総
合
政
策
学
部
第

６
回
、
大
学
院
第
３
回
の
入
学
式
が
、

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
学
部
へ
は
、
全

国
骸
道
府
県
お
よ
び
韓
国
、
中
国
か

ら
計
２
３
７
人
が
、
大
学
院
へ
は
、

日
本
、
韓
国
、
中
国
、
ブ
ラ
ブ
ル
か

ら
計
１８
人
が
入
学
し
ま
し
た
。
宇
野

学
長
か
ら

「大
学
時
代
ほ
、
人
生
の

知
的
構
造
が
変
わ
る
時
代
に
も
な
り

ま
す
。
よ
い
先
生
と
出
会
い
、
よ
い

友
と
出
会
い
、
よ
い
現
場
の
人
と
出

会

っ
て
＜
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
変
動

す
る
世
界
の
動
き
を
乗
り
越
え
る
積

極
性
を
身
ほ
つ
け
て
＜
だ
さ
い
」
と

い
う
式
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
期
生
の
進
路
状
況

平
成
１７
年
３
月
、
本
学
の
第
２
期

生
１
９
９
人
が
卒
業
し
、
就
職

・
進

学
な
ど
新
た
な
道
ほ
進
お
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

２
期
生

の
就
職
内
定
率
は
９５

・

９
％

（平
成
１７
年
４
月
姥
日
時
点
）

と
い
う
、
１
期
生
以
上
の
結
果
と
な

り
、
特
ほ
女
子
の
場
合
は
、
就
職
率

１
０
０
％
任
達
し
ま
し
た
。

地
域
の
普
さ
ん
の
御
支
援

・
御
協

力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
か
、
島
根
県
内
ほ
は
６０
名

（３６
・

６
％
）
、
う
ち
石
見
地
域
ほ
ほ
７
人
が

就
職
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
本
学
卒
業
生
区
温
か
い

御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
振
興
に
関
す
る
提
言
を
含
む

卒
業
研
究

・
論
文
発
表
会
を
開
催

３
月
１７
日

「第
２
回
地
域
振
興
区

関
す
る
提
言
を
含
お
卒
業
研
究

・
論

文
の
発
表
会
」
（主
催
”地
域
連
携
推

進
委
員
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
合
政
策
学
部
か
ら
４
人
、
大
学

院
開
発
研
究
科
か
ら
２
人
が
、
卒
業

研
究
・論
文
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
Ｅ
は
、
浜
日
市
民
の
き
さ
ん

も
来
場
い
た
だ
き
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
た
浜
日

市
動
役
坂
平
弘
昭
氏
、
浜
日
総
務
事

務
所
長
日
村
正
見
氏
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
卒
業
研
究

・
論
文
に
丁
寧
な
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「浜
田
応
援
団
」
結
団
式

８
月
１７
日
に
、
０
５

「浜
日
応
援

団
」
結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨

年
ほ
引
き
続
き
２
回
目
と
な
る
結
団

式
ほ
ほ
卒
業
生
、
市
民
、
大
学
関
係

者
９４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
卒
業
生

か
ら
ほ
、
浜
田
市
に
対
す
る
感
謝
が

伝
え
ら
れ
、
地
元
ほ
就
職
し
た

一
期

生
も
応
援
区
駆
け
つ
け
る
な
ど
、
盛

大
な
結
団
式
と
な
り
ま
し
た
。

新
任
教
員
紹
介

こ
の
４
月
に
着
任
し
た
新
任
教
員

４
人
を
紹
介
し
ま
す
。
（以
下
、
民
名

お
よ
び
研
究
テ
ー
マ
）

野
村
泰
弘
教
授
　
入
会
権
、
交
通
事

故
な
ど

降
旗
徹
馬
助
教
授
　
経
営
情
報
ン
ス

テ
ム
、
地
理
情
報
ン
ス
テ
ム
な
ど

李
暁
東
助
教
授
　
近
代
中
国
と
近
代

日
本
の
立
憲
思
想

松
永
桂
子
講
師
　
中
小
企
業
の
存

立
条
件
と
地
域
産
業
集
積
の
あ

り
方
に
関
す
る
政
策
分
析

。
国

際
比
較
研
究

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
入
試

平
成
１８
年
度
学
部
入
学
生
募
集

一
次
面
談
申
込
期
間

６
月
１
日
佃
～
７
日
側

願
書
の
請
求

・
問
い
合
わ
せ
先

教
務
グ
ル
ー
プ

（な
④
２
２
０

３
）

市
民
の
み
な
さ
ん
へ
参
加
の
お
誘
い

（い
ず
れ
も
当
日
参
加
で
き
ま
す
）

○
公
開
講
座
『
２‐
世
紀
地
球
講
座
』

①
５
月
別
日
０
　
堀
内
教
授

「若
者
を
取
り
巻
＜
社
会
環
境

と
若
年
者
の
屋
用
問
題
」

②
５
月
２８
日
０
　
井
上
教
授

「人
□
減
少
社
会
と
日
本
経
済

の
将
来
」

③
６
月
４
日
０
　
井
上
教
授

「
別
世
紀
の
人
材
育
成
と
教
育

ン
ス
テ
ム
の
改
革
」

④
６
月
１１
日
０
　
ヂ
講
師

「
日
本
絵
画
の
中
の
朝
鮮
通
信

使
」
卵醐　研維田謝鞠勤岡３時　　一

②
～
④
県
立
大
学
中
講
義
室
５
　
キ

問酎許防搬労ループ　　　　　率
承

本
英

革

革

革

英

英

革

革

革

英

英

英

英

革

革

英

埠
文 米 文 米 文 水 文 水 文 米 文 米 文 米 文 米 文 米 文 米 文 x文 米 文 x文 米 文 xttxttXttX文 米 文 x文 米 文 米 文 米 文 米 文 米 文 米 文 米 文 米 文 米 文 米 文 米 文 水 文 米 文 水 文 米 来 水 米 水 文 球
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第
１０
回
唐
谷
坂
ウ
ォ
ー
ク

唐
谷
坂
保
存
会
で
は
、
土口
の
街
道
・

唐
谷
坂

（河
内
町
）
ウ
オ
ー
ク
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

石
昌
な
ど
歴
史
的
風
惰
の
あ
る
こ

の
道
を
曽
さ
ん
ぜ
ひ
添
験
し
て
＜
だ

さ
い
。５

月
郷
国
０
　
午
前
９
時
３０
分

河
内
町

（河
内
渡
）
広
場
集
合

出
発
午
前
１０
時
、
解
散
午
後
２
時

の
予
定

コ
ー
ス
　
唐
谷
坂
と
新
展
望
台
へ
の

５
愉
を
歩
＜
。
途
中
で
休
憩
昼
食
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
判
明
し
た
道

の
資
料
な
ど
説
明
し
ま
す
。

持
参
品
　
歩
き
や
す
い
靴
、
弁
当
、

飲
み
物
、
ご
み
入
れ
な
ど

団

無
料

※
　
雨
天
中
止

（小
雨
決
行
）

８
１
３
５
）
、
当
日
朝
ほ
藤
原
汚
男

さ
ん

（窓
０
９
０

１
７
８
９
３

‐

５
８
２
７
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

５
月
２８
日
働
　
午
前
了
時
３０
分

か
ら
１
時
間
程
度

集
合
場
所
　
古
和
養
殖
場
前

清
掃
場
所
　
生
湯
海
岸

※
　
参
加
し
た
人
に
ほ
サ
ポ
ー
ト
通

貨

「神
楽
」
（５
０
０
円
相
当
）
を

配
布
し
ま
す
。

「全
国
豊
か
な
海
づ
＜
り
大
会

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０
０

人
の
会
」
牛
尾
さ
ん

（公
０
９
０

‐
８
２
４
４

‐
９
４
２
９
）

ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
２０
回

浜
田
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

５
月
塑
日
倒

（悶
天
決
行
）

受
付
午
前
８
時
３０
分
～
９
時

同

石
見
海
浜
公
園
国
分
地
区

１
人
　
５
０
０
円

※
　
１
テ
ー
ム
３
～
５
人
で
申
し
込

ん
で
＜
だ
さ
い
。
（小
学
校
４
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

協
会
事
務
局
　
鳥
落
さ
ん

（昼
間
ａ
②
７
７
９
２

上
侵
間
ａ
④

３
５
３
７
、
□
②
７
７
９
２
）

平
成
１７
年
度

県
育
英
会
高
等
学
校
等
奨
学
資
金

（在
学
奨
学
生
お
よ
び
緊
急
奨
学
生
）

対
象
　
学
校
教
育
法
に
定
め
る
高
等

学
校

・
高
等
専
門
学
校

・
専
修
学

校
高
等
課
程
ほ
進
学
し
た
人
で
、

奨
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
い
人

採
用
人
員

在
学
奨
学
生
９０
人
程
度

緊
急
奨
学
生
２０
人
程
度

応
募
資
格
　
平
成
１７
年
４
月
に
高
等

学
校
な
ど
に
進
学
し
た
人
で
、
学

習
意
欲
が
旺
盛
で
あ
り
な
が
ら
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
県
内
出
９
者

申
込
締
切
日

在
学
奨
学
生
は
５
月
３‐
日
側

緊
急
奨
学
生
は
随
時
受
付

返
還
方
法
　
一高
等
学
校
等
卒
業
後
、

半
年
を
経
過
し
た
翌
月
か
ら
定
め

ら
れ
を
期
間
内
で
償
違
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
卒
業
後
更
に
進
学

す
る
場
合
に
は
、
返
還
猶
予
の
制

度
も
あ
り
ま
す
。

□

側
島
根
県
育
英
会

（公
０
８
５
２
④
ｌ
９
８
１
）

対
象
　
中
学
生
以
上
で
遊
び
心
と
健

康
ほ
自
信
の
あ
る
人

（ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
使
用
し
ま
す
。
）

６
月
セ
日
０

午
前
８
時
集
合

８
時
３０
分
競
技
開
始

周
布
町

ａ
ｕ
シ
ョ
ツ
プ

（Ｏ
Ｍ

パ
ー
ツ
）
後
万
水
日

先
着
３０
チ
‐
ム

※
　
１
チ
ー
ム
４
人
（男
支
混
成
可
）

６
人
ま
で
登
録
可
能

１
チ
ー
ム
　
２
、
０
０
０
円

〔∪

六
剛
一
周
布
公
民
館

公

②
０
０
５
じ

《貸 与 月 額 》

奨

学
　
資

，金

区 分 貸 付  額

奨 学  金

国公立
自宅 通 学 者 周額18,000円

自宅外通学者 月額23,000円

私  立

自宅 通 学 者 周額33,000円

自宅外通学者 月額38,000円

入学支度金 私立 (入学B寺1回 のみ) 23,100円

11  広 報はまだ :平成17年 5月 15日暑 恒〕
=日時 修〕

=場所 唾〕
=定員 園〕

=料金 優〕
=申込先 匝〕

=応募先 匝け
=間しヽ合わせ先



V 民
 三       ま り |
館  角     午  し

｀
ム

巾     前  よ 楽 を
を     1 0  う し し
持     8 寺  ° < た
参      ;   愉 り
し     午   快

｀

i■士 =■ ■

参
加
と
交
流
ほ
よ
る
街
づ
＜
り
」

第
５
回

「豊
か
さ
の
中
で
失

っ
た
も

平
成
１７
年
度
調
理
師
試
験

準
備
講
習
会
受
講
生

受
講
資
格

２
年
以
上
の
実
務
経
験
の
あ
る
人

６
月
１４
日
肉
～
１６
日
側

・
７
月

４
日
側
～
６
日
図

・
７
月
野
日
佃

（通
算
７
日
間
）

□

浜
日
保
健
所

口

先
着
３０
人

３
７
、
０
０
０
円

※
　
集
団
給
食
関
係
ほ
別
基
準
の
た

め
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

浜
日
支
所

（ａ
④
４
１
４
１
）

※
　
調
理
師
試
験
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
浜
日
保
健
所
健
康
増

進
グ
ル
ー
プ

公

④
５
５
５
２
）

9 浜 な 野 つ 代 0 2 0 公8 寺日 日 日 日 2 5
3 日 り 菜 き は 0 人 民 3 0 働働 l f L 働日
5 公 ま

｀
5 眉」0  館 分    働

8 民 す 花 0 途 円   ;V  °
な 0  ^   1 1
ど 円  5   時V   回

   30
ほ   分    分
各    V
自

1 国 日 代 費  公 時 ± 1 1

平
成
１７
年
度

「女
性
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
」

安
性
を
対
象
区
余
限
の
充
実
と

様
々
な
生
活
の
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
、
パ

ン
・
ケ
ー
キ
作
り
、

寄
せ
植
、
マ
ナ
ー
教
室
な
ど
を
開
催

日
働
か
ら
年
６
回
程
度

躍
日
）

～
９
時

民
館２

、
０
０
０
円

絵
手
紙
教
室

2 府  ほ
7 公 5 月」
0 民 月 途V 館
3 1
日
側

12広報|ままだ :平成 17年 5月 15日暑



「人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

６
月
１
日
佃

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

市
役
所
２
０
１
会
議
室

圃

無
料

※
　
秘
密
ほ
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
ほ

ご
相
談
＜
だ
さ
い
。

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

（ａ
内
線
２
６
０
）

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

対
象
　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看
護

職
員
な
ど

内
容
　
求
人

・
求
職
相
談
、
看
護
惰

報
の
提
供
な
ど

６
月
８
日
側
、
７
月
１３
日
四

年
後
１
時
～
４
時

県
看
護
協
会
訪
間
看
護
ス
テ
ー

ン
ョ
ン
そ
よ
か
ぜ
の
丘

（日
町
）

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
就
業
相
談

↓貝
　
森
川
友
子
さ
ん

（ａ
０
８
５

２
②
８
５
１
０
）

自
衛
官

二
等
陸

・
海

・
空
士

一同
一
１５
人
程
度

応
募
資
格

‐８
歳
以
上
野
歳
未
満
の
男
性

試
験
日
　
６
月
１０
日
⑥

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

応
募
締
切
日
　
６
月
８
日
⑥

圃

自
衛
隊
島
根
地
万
連
絡
部
浜
日

出
張
所
（
ａ
②
ｌ
３
３
４
）

れぬべベフ :

か

固定資産税 (全期前納・第

1期)。軽自動車税 (年1回)

の納付期限ほ、 5月 31日

側 ・□座振替日|よ5月 30日

(月)です。

お
知
ら
せ
口
膨

島
根
県
在
住
外
国
人
に
よ
る
美
術
展

～
第
４
回
命ぎ
属
一震

言
冴
喜
ユ
〓
２
「か
わ
る
観
点
」
～

県
内
在
住
の
外
国
の
人
が
体
験
し

た

「驚
き
」
や

「感
動
」
や

「思
い

出
」
な
ど
を
作
品
に
表
現
し
た
美
術

展
を
開
催
し
ま
す
。

５
月
梵
日
四
～
２９
日
倒

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

世
界
こ
ど
も
美
術
館
３
階
多
目

的
示
―
ル

田

無
料
浜
日
国
際
交
流
協
会
　
橋
本
さ

ん

（ａ
②
ｌ
２
４
１
）

学
校
公
開

浜
日
養
護
学
校
で
は
、
広
＜
地
域

の
普
さ
ん
Ｅ
学
校
の
教
育
に
つ
い
て

知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
学
校
公
開

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
校

＜
だ
さ
い
。

内
容
　
授
業
参
観
、
施
設
見
学
、

育
相
談
５
月
郷
日
⑥

午
後
０
時
４５
分
～
４
時
４０
分

内
容
　
授
業
参
観
、
施
設
見
学
、

育
相
談
、
体
験
学
習

６
月
１３
日
側
～
１７
日
⑥

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
　
来
校
の
際
ほ
お
知
ら
せ
＜
だ
さ

圃

浜
日
養
護
学
校
　
加
藤
佳
代
子

さ
ん

（ａ
②
２
２
０
０
、
囲
①
２

２
０
１
）

市
営
住
宅
空
き
室
状
況

現
在
、
市
営
住
宅
の
空
き
室
は
な

い
の
で
、
今
回
の
入
居
者
公
募
ほ
行

い
ま
せ
ん
。

な
め
、
次
回
７
月
１５
日
暑
の
広
報

で
空
き
室
が
あ
れ
ば
ま
た
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
＜
だ
さ
い
。

国

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

（公
内
線
３
５
２
）

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
熱

日
町
　
能
小谷
学

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
下
府

町
　
石
日
啓
真
　
▽
熱
日
町
　
中
敷

ヒ
デ
子

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
久
代
＝
▽
久

代
町
　
東
條
好
昌
　
○
中
内
田
＝
▽

内
日
町
　
一右
櫨
保
夫
　
○
下
府
６
１

２
＝
▽
下
府
町
　
石
田
啓
真
　
○
津

摩
――
▽
津
摩
町
　
蔵
地
登
美
子
　
○

長
沢
４
１
１
＝
▽
長
沢
町
　
川
原
好

子
　
的序
日
孝
子
　
○
唐
鐘
＝
▽
国
分

町
　
船
本
恵
子
　
○
唐
鐘
８
＝
▽
国

分
町
　
船
本
恵
子

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
唐
鐘
Ｈ
▽
国

分
町
　
船
木
恵
子
　
○
久
代
＝
▽
久

代
町
　
東
保
好
昌
　
○
大
麻
＝
▽
折

居
町
　
西
川
明
男

◎
美
川
苑

へ
　
▽
日
脚
町
　
肥
後
ア

サ
ヨ貪
劃

Ｄ

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
　
▽
野
原

町
　
い
わ
み
―
る

◎
自
治
会
な
ど

へ
　
○
日
脚
＝
▽
日

脚
町
　
士ｂ
波
清
次
郎

◎
市
郷
土
資
料
館

へ
　
▽
久
代
町

閤
日
長
太
郎
　
▽
殿
町
　
岡
義
祐

◎
緑
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ヘ
　
▽
新
町
　
す
み
よ
し
洋
装
店

◎
美
川
苑

へ
　
▽
広
島
県
山
県
郡
北

広
島
町
　
秘
本
千
秋
子
　
▽
第
四
中

学
校

乾電池回収ボツクスを設置しました |

浜日公民館事務室前|こ乾電池の無料

回収ボツクスを設置しましたのでご利

用<だ さい。

剛

　

一

環境課清掃対策係 (a内 線257)
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月刊 掩亜D
こビも義術館

浜 田市世界 こども美術館

浜田市野原町859-1(県立大学となり)
再開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855-23-8451
■ホームページ…hitげ//Fにh.mrade nettp/hama―b/

現
在
開
催
中
の
『謎
な
ぞ
美
術
展
』

で
は
、
約
５０
点
の
現
代
美
術
作
品
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
展
示
室
内
で
は

曽
さ
ん
に
１０
題
の

″な
ぞ
な
ぞ
ク
が

出
題
さ
れ
ま
す
。
気
軽
な
気
持
ち
で

挑
戦
し
て
も
ら
え
る
よ
う
や
さ
し
い

問
題
に
し
て
い
ま
す
が
、
柔
軟
な
発

想
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
＜
な

っ
て

い
る
大
人
の
人
に
ほ
ち
よ
っ
と
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
中
の
１

間
を
紹
介
し
ま
す
の
で
挑
戦
し
て
み

て
＜
だ
さ
い
。

左
の
作
品
は
、
白
髪

一
雄
さ
ん
の

油
彩
画
で
す
。
で
も
筆
で
描
い
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
何
を

使

っ
て
お
い
た
の
で
し
よ
う
？
　
こ

の
作
品
を
解
＜
カ
ギ
と
な
る
次
の

″
な
ぞ
な
ぞ
″
を
ヒ
ン
ト
ほ
者
え

て
＜
だ
さ
い
。

な
ど
な
ど

‥
ヘ
ビ
は
ゼ
ロ
、
虫
は

６
、
人
は
２
．
こ
れ
は
何
？

わ
か
り
ま
し
た
か
？
　
答
え
ほ
足

で
す
。
白
髪
さ
ん
は
、
人
が
や
っ
た

こ
と
が
な
い
よ
う
な
方
法
で
作
品
を

制
作
し
た
い
と
者
え
、
自
分
の

″
足
″

を
筆
が
わ
り
底
し
て
作
品
を
制
作
し

ま
し
た
。
キ
ャ
ン
バ
ス
の
上
ほ
絵
の

具
を
用
意
し
、
自
分
が
綱
区
つ
か

ま

っ
て
ブ
ラ
ブ
ラ
と
絵
の
具
の
上
を

滑
る
よ
う
に
動
き
回
っ
て
描
い
た
の

で
す
。
作
品
が
迫
力
睦
あ
る
れ
て
い

る
の
ほ
白
髪
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

直
接
伝
わ

っ
て
い
る
か
ら
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

あ
と
の
９
題
は
来
館
し
て
の
あ
楽

し
み
。
さ
て
、
ど
ん
な

″な
ぞ
な
ぞ
″

が
出
題
さ
れ
、
ど
ん
な
作
品
が
登
場

し
て
い
る
の
で
し
よ
う
か
？
美
術
館

で
確
か
め
て
＜
だ
さ
い
。
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
期
　
６
月
１９
日
０
ま
で

■
観
覧
料

一
般
　
５
０
０
円

（４
０
０
円
）

高
校

。
大
学
生

３
０
０
円

（２
０
０
円
）

小
学

・
中
学
生

２
０
０
円

（１
０
０
円
）

）
内
ほ
郷
人
以
上
の
団
体
料

■
ホ
リ
テ
ー
創
作
活
動

《
す
す
め
！
水
玉
く
ん
》

段
ボ
ー
ル
の
上
に
カ
ラ
フ
ル
な

テ
ー
プ
で
迷
路
を
つ
＜
っ
た
ら
、
水

玉
＜
ん

（水
滴
）
を
走
ら
せ
よ
う
。

う
ま
＜
ゴ
ー
ル
ま
で
を
ど
り
つ
け
る

か
な
。

◎

６
月

４
日
働

・
５
日
０

。
１１
日

０

。
‐２
日
０

《
ふ
し
ぎ
な
ミ
ラ
ー
カ
ー
ド
》

鏡
の
よ
う
な
紙
ほ
好
き
な
絵
や
文

字
を
書
い
て
み
よ
う
。
二
つ
に
折

っ

て
開
い
て
み
る
と
、
絵
が
増
え
た
り
、

文
字
が
逆
さ
ま
居
な

っ
た
り
す
る
不

思
議
な
カ
ー
ド
の
で
き
あ
が
り
。

◎
６
月
帽
日
０

・
１９
日
０

・
郷
日

働

．
２６
日
０

材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

時
間
　
午
後
１
時
～
４
時
の
活
動
で

す
。
参
加
希
望
者
は
、
当
日
受
付

で
３
時
３０
分
ま
で
に
申
し
込
ん
で

＜
だ
さ
い
。

※
金

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・カ
フ
エ

大
き
な
窓
か
ら
望
お
美
し
い
風
景

と
、
世
界
の
珍
し
い
飲
み
物
で
好
評

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
カ
フ
エ
。
展
覧

会
を
見
た
後
ほ
、
ぶ
ら
り
と
散
歩
の

つ
い
で
任
、
ホ
ツ
と

一
患
し
ま
せ
ん

か
。
た
だ
今
、
午
前
中
ご
利
用
の
場

合
、
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
Ｅ
ぜ
ひ
お
越

し
＜
だ
さ
い
。

６
月
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー

☆
ベ
ト
ナ
ム
ロ
コ
ー
ヒ
１

３
５
０
円

ベ
ト
ナ
ム
生
ま
れ
の
ユ
三
―
ク
な

コ
ー
ヒ
ー
。
練
乳
を
入
れ
た
グ
ラ
ス

に
直
接
コ
ー
ヒ
ー
を
ド
リ
ツ
プ
し
な

が
ら
飲
み
ま
す
。
浜
日
で
は
お
そ
ら

＜
こ
こ
だ
け
の
メ
ニ
ュ
ー
。
お
試
し

＜
だ
さ
い
１

６
月
の
休
館
日

（月
曜
日
）

６
日

・
１３
固

・
郷
日

・
折
圏

（展
示
替
）

２‐
日
囚
～
２４
日
⑥

”
″
謎
な
ぞ
″
お
茶
講
座
開
催

一

世
界
各
国
の
あ
茶
を
飲
み
比
べ
、

国
名
あ
て
フ
イ
ズ
に
挑
戦
す
る
予
定

で
す
。
浜
日
の
お
い
し
い
お
茶
も
昧

わ
う
こ
と
の
で
き
る
楽
し
い
講
座
で

す
の
で
、
ご
参
加
＜
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
５
日
０

１
回
日
　
午
後
１
時
～
２
時

２
回
日
　
午
後
３
時
～
４
時

対
象

・
定
員

各
国
と
も

一
般
１５
人

※
　
親
子
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

材
料
費
　
１
人
ま
た
は
親
子
１
組
５

０
０
円

（お
茶
と
お
茶
菓
子
代
）

講
師
　
一高
野
陽
子
さ
ん

（日
不
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

申
込
方
法
　
５
月
１７
日
側
よ
り
電
話

で
受
け
付
け
ま
す
。

こ
ど
も
夢
ギ
ャ
ラ
リ
ー

″
こ
ど
も
夢
ギ
ャ
ラ
リ
ー
″
を
ご
存

知
で
す
か
。
１
階

・
創
作
室
前
の
壁

を
使

っ
て
、
主
区
、
浜
日
の
子
ど
も

た
ち
が
美
術
館
で
つ
＜
っ
た
作
品
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
全
員
で

制
作
し
た
作
品
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
生
き
生
き
と
し
た
表
現
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｅ
ぎ
や
か
で
楽

し
い
雰
囲
気
が
い
っ
ぱ
い
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

＜
だ
さ
い
。

※
　
観
覧
ほ
無
料
で
す
。
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